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たうんとぴっくす

３/16 善意をカタチにして地域貢献 
中川根中生徒会が「あかいしの郷」に車いすを寄贈

福祉委員会の現委員長と前委員長が同施設を訪れました

　中川根中学校生徒会は、車いす１台を特別養
護老人ホーム「あかいしの郷」に寄贈しました。
　同校生徒会では、週に１度が牛乳パックとア
ルミ缶を持ち寄り、換金して町内福祉施設に品
物を寄贈する「あすなろ活動」を実施していま
す。福祉委員長の藤田亜由美さん（２年）が「こ
れからも地域の方が喜んでくれるような贈り物
ができるように活動に取り組んでいきたい」と
車いすを引き渡すと、受け取った同施設の澤本
英季施設長は「皆さんの温かい気持ちに感謝し、
大切に使います」と話しました。

「くらしを守る」崇高な使命を胸に
19人の新入団員を迎えた町消防団が辞令交付式を挙行
　山村開発センターにて平成29年度川根本町
消防団辞令交付式が挙行され、本部および全8
分団から新入団員と班長以上の団幹部約130人
が参加しました。
　鈴木敏夫町長は「町民のために日々尽力され
ている皆さんに感謝する。これからも切磋琢磨
し、より安心・安全なまちづくりに貢献していた
だくことを期待している」とあいさつしました。
　諸田環団長は「地域を守るという崇高な使命
を全うできるよう日々の訓練に励み、町民の皆
さんから信頼される消防団員を目指してほし
い」と団員に訓示しました。

【新入団員は次の19人の皆さん】
▽白瀧雄一（本部）▽佐藤友哉（第１分団）▽大石剛

（第２分団）▽前田佳則（同）▽堀英樹（同）▽池下孝弘
（同）▽丹羽大空（同）▽鈴木美智雄（第３分団）▽芹
澤圭祐（同）▽大村尚澄（第４分団）▽山本真也（第５
分団）▽大畑斗馬武（同）▽柳澤正樹（同）▽澤口剛留

（同）▽丸山修平（第７分団）▽梶山拓郎（同）▽水口皓
文（同）▽山田智大（第８分団）▽森下靖己（同）

新入団員を代表して辞令交付を受けた梶山拓郎団員（第７分団）

「良心に従って忠実に消防の業務を遂行することを誓います」
と力強く宣誓した丹羽大空団員（第２分団）

ここにも、一つの物語。
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３/11 さらなる茶業の発展に向けて
町茶業振興協議会（会長：鈴木町長）主催の第12回町茶業者大会が開催される

川根茶の香りを科学的な観点から説明した水上氏の報告

川 根 本 町 の ま ち の 話 題

３/23「自宅で働く」という選択肢

参加者からは「意外と簡単にできた」と驚きの声が聞かれました

町企画課主催「在宅ワーク」講習会が３日間にわたって開催される

　第12回町茶業者大会が山村開発センターで
開かれ、約90人の茶業関係者が出席しました。
　今年の全国茶品評会出品予定者の紹介や各品
評会受賞者の表彰を行ったほか、農研機構果樹
茶業研究部門の水上裕造氏による「川根茶の香
り」に関する研究の報告や、「川根本町美しい茶
園でつながるプロジェクト実行委員会」による
取り組みの紹介が行われました。最後に、消費者
の期待に応える川根茶づくりへの決意表明が行
われ、参加者はこれからの茶業発展に向けて決
意を新たにしました。

　自宅にいながらパソコンやスマートフォンを
使って仕事を請け負う「在宅ワーク」について
学ぶ講習会が、山村開発センターにて開催され、
３日間で 28 人が参加しました。
　第２回目の講習では、子育て中の母親をはじ
め「在宅ワーク」に興味のある参加者が、スマー
トフォンを使って文字を入力したりアンケート
に回答したりする仕事を体験しました。
　町企画課では、さまざまな働き方について学
ぶことができる講習会を、今後も順次開催して
いく予定です。

　大井川鐵道千頭駅周辺にて「ＳＬフェスタ」が開催され、多くの鉄
道ファンや家族連れが来場しました。
　３両のＳＬが駅のホームに並んだ「ＳＬ大集合」では、その姿をカ
メラに収めようとする鉄道ファンで大いににぎわいました。３両が
一斉に汽笛を鳴らすと、迫力満点に早春の山あいに響き渡りました。
　ほかにも、大道芸人のパフォーマンスや軽トラ市などが行われ、訪
れた観光客を楽しませました。

大迫力の三重奏に人だかり
「ＳＬフェスタ」多くの鉄道ファンでにぎわう（３月11日・12日）
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